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　誦的　本研負｡･I, 為3州拠あ遼長めり婦､-ぷ･1ろ噛通行動、携^一痛r前連作象、妻

につヽ>て」に統くも<r,である。前回小'i池を構迄的に杷係ずるぴ^つの武斗'^して、生

法行動1構走的にt らえようｌしTこ。備前焼作恥・者l^封象としTま梓観衆伍､で行nf 、靫

畦怖行動鯛査。ヽら、各観的に把握しうる生地行動/;為回し. 日弗め喧惑行動にお･リ法則

性を探。た。その粕呆、喧名時間･おs び'i池を開り吏私バーンに規則惟*K吋らJV、3友

禰/く、､、行知の及動/ヽ゜ターンべS-類型に分類されろ算、り±油行動八おいて爽つりヽび）規則m

把裸可々こり八で･さた。今印j、勤朽老-^希・辱業､主婦、失働り･主婦の,休日にお･すi>

生活行動t分析し. 吃の規則性i 息礼t ろt八｡い'、それぞれ・主侍の行動将惟･S明いヽ

にしようt.可ゐもので｀朽ろ。

　% 汰　岡山煮倉敷布、広島易三原翫おj: びそ、同辺に在建了るぬべ、主婦2り^ 1対象

に、亙橋観察法､い弘ヽて宅地行動顛をを行リつ卜。、り2年ぶR初句・ヽ休a ＼£んてへ起床

ヵ、ら就免まて≒埓鴫t.分単位、を間t t単疸に-z記娠しに。さらに、、ﾀわ年/こ良斑しり

痢焼作象。孝、調査（前回駱表）も考鼻、対象と可ろ。

　総昇、外甑時吽n専業､i婦一方・べ珪く. 鳶色でも暫・在宅爵昨T専乖､±婦、方^ 裂・へ。

ほとんどの主婦･3、台珂と馮t.'L中心t レて生地している以、をfaV釣りや動バターン＼や

る'c. 吃り

杓へ・ヽ妁加ペリーン高1-. 専気ま啼、気働き主婦. 'Ml 燥昨島・、主婦、それぞれ・ヽ祷琳ヵ《

吋らi^ろ。高々、a 弗の喀福行動において､Ａくっ八の漿則性が’明らヵヽに-^れ友。

E 2 「篆庭介丈化J 1こっいフダ,垂例研免
仏ぢ白白か短れ　吽･森千捨子

a 的紹婚i. 暴庭の文仏り老生^,､乙考えヽ紹稽匹よりー組の男irが新しく薦同生男'fe始タ･

ろこz ■Z｀、%ど専べど(7)よ引乙貧しい粂庭タ)文化を形成すろか玄み斥。

方砥　名客旅の文心･^、各家庭の習慣乙して盾ん／^I慣に恭飢tると考え･- 衆乙妻のそれ

ぞれの結婚餉･ヵ習橿的召行勧が銘婚吹ど'のよう回

ﾗｰ気県上野巾に衆婦､のみrヽ唇征t 石紹婚後/ ～ヱ參丿夭黍乙･ヽある。%問■MS は、生名時明

の分類を參乃･≒堅理的行徊、収入行動, 叡挙行初、社次的･ 丈^的行動tヽ｀組み立z t

鮎篆　欠乙參の結婚悛め･払郊^慣の変化ぶJ 、/、佐催境､二ぶろ豪ね　2.、象矛労働丿担当

右x'-よろ蚕む　ｊ、壮公的■ ズ佃的生侈時関^･泌ごし方･こJ=る変化　I- た別乙゛きる。例え

11-ヽ釘住所と知務もし・関係で知床叫刻々食事en 曙関々?1わっち･に欠際の鮨唄々雅農弓

じ｀加婚r. Jごる＃次的が側面の奮仏ぽ新し（つ入り出されび

に関すろ嗜好一や物品の函冪が自?ヽ衆が=參､ﾀ)じヽちらヵヽcn習慣が作ろ。叫･乙、家倉労働､こつ

い1 ＼1rヽ担当恚の々リ方. 一般的＼こ＼'t泰IT)やリ方以採用さ､れろ。奉仁、習慣が豪｡わっち理

由乙し1 I才、自分ヵ考え々相わr- 名われてとヽヽうよりI- . 紹婚し狐らこ､ｸﾞ･よ勺・すらも々

仁とヽヽう毛千句レを夭も泰も乞れぞれにつ（リあげ７、そ<7･モテ"(しl二弧っ心･ろ傾向収みら

れ仁。だら･こ、今回ダ･調監では、個人的り日幣ま遥に関tろ憤回遊目･JW' * 1心であ丿β<^ て"

い弓状いこ紡廂どきnい岬／'変わ、すこ」!i丿蚤え仁壊目数､乙応べて- ゛教わら灯い。とｰ吝

えす^壊目数ベガμ上ありヽ結婚後も、夫^奪のそれぞれ削固人的り習償､こi^ .aw んど｀夜:

ん-g胤識し７いがいこt i7<わか1 f-..


